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Ⅰ　緒 言

古 くか ら吾 国 に み られ る地 方病 性Rickett

siosisと しては 発 疹 熱 と恙 虫病 が 挙げ られ る .

発疹 熱につ い ては,既 に枚 挙に 遑 の ない 程

にそれ ぞれ地 方名 が 冠 せ られ て お り,全 国 的

に主 として中国,四 国,九 州,本 州 中部 に患

者の発 生が 認 め られ て い るが,大 正 年間 よ り

現在に 至 る まで,多 くの研 究 者 に よ り詳 し く

その臨床 的 所 見 が観 察 され,ま た病 原 体 の分

離同 定が行 わ れ て,そ の 何 れ もがRickett

sia mooseri(「R. m.」 と略 称 す る)に よ る発 疹

性 熱性 疾患 であ る と見 做 され るに 至つ た.

吾国における恙虫病に就いては,第 二次 大

戦の終 り頃迄,秋 田,新 潟,山 形の三県に限

つてのみ地方病性 に 発 生 す る特 殊な疾病で

ある と考 え られて き た が,近 来 とみ に,

Rickettsiosisの究明について,各 学者が努力を

累ね, 1948年 富士山麓 に於ける米軍 の演習中

に,隊 員の中よ り発病 した10名 以上の患者の

血液からRickettsia(「R」 と略称 す る)が 分離

され.恙 虫病である ことが同定 された.爾 来各

地にも相 当広汎 に恙虫病毒群に よる疾病が見

出され るのではないか とい う点に興味が もた

れ,も し見出され るとすれば新潟,山 形,秋

田の三県の恙 虫病病毒(Rickettsia orientalis)

と何如 なる病原性の,又 抗原構造上の相違 を

有す るかについ て活溌な る研究が行われ るよ

うになつた.

昭和25年 に,八 丈島の発疹性 熱性 疾患につ

いて東京都当局が 中心 とな り,多 くの学者の

協力の もとに,疫 学的観察 と臨床所見,病 原

研究,動 物学的検索が行われ,該 地におけ る

発疹性熱性疾患の全貌が漸 次明に され て七島

熱 とい う名称が与えられ ると共に,本 病は異

所性にみ られ る恙 虫病にほかな らず,加 之,冬

型 の軽症 であ る こ とが明 瞭 に され た.又,福

住 等(昭. 25)は,横 浜市 鶴 見区 におけ る発

疹性 熱性 疾 患 患 者 の1例 よ りRを 分 離 し動 物

実 験 と補体 結合 反応 の 上 か ら発 疹 チ フス又 は

発 疹 熱 とは 相 違 す る もの で あ り, Neil-Felix

反 応(以 下W. F. R.と 略 称 す る)に 於 て

OXK菌 に2500倍 稀 釈 まで 陽性 反 応 を呈 し,

OX19菌 とOX2菌 に は殆 ん ど反 応 を 呈 しない

点 か ら,本 患 者 は恙 虫病 で あ る と同定 して い

る.而 して鶴 見 区 の例 も12月 頃 に発 生 して い

る ので 冬型 で あ ろ うと考 え られ る.

尚,川 村(昭. 27)は,高 知 県 の 西海 岸,

幡 多郡,白 田 川村 附近 の野 鼠 か らRを 分 離 し

て 諸種 の同 定実 験 の結 果,恙 虫病 病 毒に 一 致

す る と報 告 してい るが,恙 虫病 患 者 の摘発 が

未だ 行 われ てお らず,従 つ て何 如 な る時 季 に,

何如 な る地 方 に どの程 度 の淫 浸 を示 してい る

もの か全 く不 明 で あ る.只 佐 々 等(昭. 26)

が 該 地 に 於 て 新 種 で あ るTrombicula tosa

 (Tr. tosaと 略 称 す る)を 発見 し,こ のTr.

 tosaが 恙 虫病病 毒(R. o.)を 媒 介 す る もの

とみ てい るが,果 して これ が事 実 であ るな ら

ば,赤 虫に よつ て媒 介 され る新 潟 系病 毒 と異

つ た伝 播 機 転が あ る こ と とな り,今 後究 明 さ

れ るべ き興味 あ る問 題 といえ よ う.

尚,笠 原(昭. 29)は 兵 庫 県淡 路 島,福

良において捕獲 したアカネズ ミよ り例外な し

にRを 分離 し,動 物実験並びに血清学的検査

の結果恙虫病病毒(R. o.)と 同定 し,且 つ,

浜田,山 口,軒 原等は昭和29年4月 福良に於

て捕獲 したアカネ ズ ミ9頭 よ り22匹 のTr. 

tosaを 検出していることは興味深 い ものがあ

る.

東亜に於ける恙虫病については,既 に明治

41年 に,台 湾に恙虫病の存在す ることが知 ら

れ,川 村等(大. 9)は 交 叉免 疫試験に よつ
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てRickettsia tsutsugamushi (「R. tsu」 と 略

称 す る)で あ る と同定 し,更 に森下(昭. 9,

 10, 14)の 病原 体 研究 に よ り該 地 にお け る恙

虫病病 毒 の性 状 が 一 層明 らか に され,本 症 は

マ ラ リヤ に次 ぐ重 要疾 患 で あ り, 10年 間 の平

均 致 死率 は10.6%に のぼ る と報 じてい る.

又,澎 湖 島 に恙 虫病 が 存在 す る こ とにつ い

て,畠 山(昭. 6)が 始 め て之 を 報 告 して お

り,次 で 馬来 地 方 でFletcher & Field (1926)

が4例 を 確 認 し,そ の後Lewthwaite (1934)

は更 に 多 くの患者 を認 め,患 者 よ りの分離 病

毒 は 天竺 鼠 の腹 腔 内接種 に よつ ては,何 等 所

見 を得 な かつ たが,病 毒接 種 家 兎では, OXK

菌 に対 す るW. F. R.が240倍 程 度に現 わ れ,

前 眼 房 内接 種 に よつ て, Descemet膜 か らR

を発 見 し,現 在 で は澎 湖 島 の 病 毒 はR. tsu

株(R. o)と して是 認 され るに 至 つ て い る.

東 印 度 に於 ては, Schuffner & Wachsmuth

 (1908)はSumatraの 東海 岸 地 方に158名 の

発 疹性 熱性 疾 患 患者 を 認め, Pseudtyphoidと

命 名 して, 1915年 に 報 告 し て い る.Walch

 (1933)は1908年 か ら23年 間 に 亙 り, 300例

の所 謂Pseudtyphoidの 患者 を認 め て い る と

い い,こ の疾 患 が恙 虫病 か,又 は,そ れ に近

似 す る もので あ る こ とが, Walch, de Langen

等 の研 究 に よつ て明 らか とな り,本 患 者血 清

のW. F. R.がOXK菌 に 対 して2000倍 稀 釈

ま で凝 集 してい る点 は,吾 国 内地 の場 台 と変

る ところが な い.加 之,家 兎に於 け る前眼 房

内接 種 に よつ てはDescemet膜 にRを認 め る

が,天 竺 鼠 に対 してはそ の一 部 にの み 反応 を

惹起 す る とい う点 が 在 来 のR. tsu (R. o)病

毒 株 と異 る とKouwenaar & Wolfは 述 べ てい

る.こ の事 は 笠 原 も云 つ て い る よ うに恙 虫病

毒 は地 域的 の変 異 とい つ た点 か ら考 慮 すべ き

問 題 であ る.ま た,こ の 考 え方は 著者 が分 離

した香 川 県に お け る恙 虫病 病 毒 につ い て も当

ては ま る様 で あ る.

今次の大戦において東南アジアに派遣され

た兵士に発疹性 熱性疾患感染者が少 くな く,

該地における恙虫病の発生分布 も漸次判然 と

し,相 当広範囲に分布 してい ることが注 目さ

れ て来た.

さて,香 川県大川郡の東南端に位 置す る相

生村に,原 因不明の熱性 疾患が毎年夏季に発

生 し,従 来該村の馬宿部落か ら主 としてみ ら

れ るために,巷 間 「馬宿病」 と呼ばれて来た.

昭和26年 に至 り筒 井 と浜 田は 「馬宿病」患者

の3例 を観察 する機会 を得た.而 して該患者

にみ られる臨床所見が従来高松熱 と呼称 され

た発疹熱 とは異るものであることを知 り,昭

和27年10月 筒 井は香川県医学会 に於て発表 し,

相生村に発生す る地方病性発疹性熱性疾患 を

「発疹性腺熱」 と仮称する ことを提案 した.

併 し,当 時病原体 の分離 には成功 しなかつた

ので,果 して何如 なる疾病であるのか不明の

儘に放任 され ていた.

そ こで我が教 室は香川県衛生研究所所長浜

田博士の協 力を得 て本症 の臨床,疫 学及び病

原体の究明に着手 した.而 して著者 は流行地

域 の鼠族か らの病原分離 を担当して,鼠 族か

ら一種 のRの 分離 に成功 し,各 種動物に対す

る病原性及び免疫学的に詳細 な検索を行つた

結果,分 離RはR. tsu(R. o)に 酷 似 す るも

のであることを明にした.此 の結果か ら本症

は恙虫病であることが推測 された.本 編 にお

いては鼠族か らのRの 分離並びに分離病 毒の

動物実験成績に就いて報告 し諸賢 の御批判を

仰 ぐ次第である.

Ⅱ　 「馬宿病」の発生状況

香 川県東南端,徳 島県境 に位置す る大川郡

相生村大字馬宿 と大字坂元には約50年 前 よ り

発疹性熱性疾患がある といわれ,一 般に 「馬

宿病」 と呼び慣 らわ されている.本 疾患 の臨

床所見については,昭 和26年 筒井 と浜田が3

例 の患者を観察 し報告 した.昭 和29年8月 著

者 と同僚軒原 は坂元において,本 疾患患者の

1例 を観察診療 した.尚 該地方に長 く開業 し,

多 くの 「馬宿病」患者を観察 してい る浜垣医

師の得た臨床所見に著者等の経験 した所見を

綜合 してその概要を述べ る.

即 ち,前 駆症状 ともい うべ き全身倦怠感が

1～3日 続 き食慾不振を訴えるが,こ の時期に
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淋巴腺の腫脹のみを主訴 として外科を訪れ る

ものもあるとい う.熱 発は必発症状で屡 々悪

感を伴い, 40℃ 前後の 高 熱 があ り10日か ら

15日間稽留 し,治 癒に向 う者は換散状に解 熱

に向 う.発 熱後3～4日 に顔面,胸 腹部,四 肢

に発疹を認める者が多 く,殆 ん ど必発症状 と

も云える.発 疹は多型性を示 し,麻 疹様或は

結節性紅斑様,時 に丘疹様を呈す る.尚 発疹

は手掌,足 蹠に も及んでいる.次 に殆ん どの

患者に頸部,腋 窩,そ けい部に淋 巴腺の腫脹

が認められ る.又 著者 並びに協同研究者 の観

察した4例 については刺 口を認め,腰 部,臀

部,腋 窩に難治性 の痂皮形成を伴 う潰瘍が認

め られた.

著者等の 観 察 した4例 に つ い ては

Cyhloromycetinが 劇的 に奏 効 した .

同地方唯一の開業医であ る浜垣医師の

記録に よると,之 等抗生物質 の使用 さ

れ始めた昭和25年 以後は本疾患に よ り

死亡 した者は始 んどみ られないが,そ

れ以前に於 ては致命率が極めて高い.

浜垣医師を訪れた本疾患患者は重症に

属する もののみであつた と思われ るが

その約70%が 死亡 している.勿 論 この

致命率70%と い う数値 には医治を うけ

ず自家療法に よつ て 治 癒 した者,又

は,他 の疾患 と誤認せ られた者等が相

当数ある事が考え られ相当の修正を必

要とするが,現 住民は本疾患に今 日迄

諦観に似た恐怖 を抱いてい る点を も考 え合せ

予後は一般に楽観 を許 さない重症型である事

は明である.

尚本疾患患者 は8～9月 の真夏に主 として発

生している.

以上の症状並 びに好発時 季については,福

住の云 う古典的恙 虫病である秋田,新 潟地方

に発生する恙虫病に軌を一に し,神 奈川県,

或は八丈島に認め られ る異所性恙虫病 と趣を

異に している.臨 床症状,疫 学については協

同研究 者 軒 原 に よ り近 く詳 細 に 報 告 され

る.

Ⅲ　 「馬宿病」発生地区か らの鼠

族の捕獲

1)　 「馬宿病」発生地区の地形

附図 Ⅰ　患者発生地域図

香川県に地方病性に発生をみる発疹性 熱性

疾患 「馬宿病」の名称を冠せ られ る 「相生村

字馬宿」 は,香 川県の東南端に位置 し,徳 島

県境に接 し,阿 讃山脈が海岸に没す る逢坂峠

の西北麓 にあたる国鉄高徳線相生駅を中心に

南北約4kmに 亙 る海岸地帯で あ る.本 病は

附図1に 示す様に主 として,字 馬宿及びその

西南に位する字坂元に限局 して発生 している.

引田町 より逢坂峠を経て,徳 島県に至 る国道

22号 線が海岸に沿つて走 り,馬 宿の民家は本

国道の一側,或 は両側に密集 して軒を連 らね,

国道は逢坂峠に近づ くに従い丘陵 とな り,こ

こに字坂元の民 家が散在 してい る.国 道 と海

岸線は2～3mの 石垣で境せ られ,海 浜は礫砂

或は岩が多 く直ちに海面に没 している.海 岸

線の対面,即 ち馬宿民 家の背面は田畑等 の耕

作地があ り,一 般に排 水が不良であ る.田 畑

は西方に延び次第に丘陵 となつ て呉羽,南 野,

吉 田の各部落につ ゞく.引 田町 とは,幅 約

50mの 流水が少 く,礫 底を露出す る 馬宿 川

を 以 て境 せ られ,川 堤 と川底には灌木 と雑

草が繁茂 してい る.尚 その他に,新 川,井 関



2416　 丸 岡 敏 夫

川等の幅約2mの 渠が国道 を横断 して排水の

用 をな し,字 坂元には大谷川が概ね縦 走して

海に注いでい る.

因みに,相 生村の人 口は約4332名 で生業は

一般に半農半漁を営み
,特 殊な産業は認め ら

れないが,香 川県 としては珍 らしい 「い草」

の栽培が行われてお り,米 の収獲は年約4500

石,麦3200石,甘 藷30000貫,そ の他果実乾

魚,砂 糖が主な もの となつている.

2)　捕獲 した鼠族の種類

鼠の捕獲には,鼠 籠 と小型パチ ンコを使用

し,屋 内の鼠には籠 を,山 野の鼠にはパチン

コを用 いた .鼠 の捕 獲 は昭 和28年4月 か ら同

29年7月 の間 に亙 つ て実 施 され,総 計148頭

を得 た.

捕 獲 した鼠 の種 類 は,

a)　 ドブネ ズ ミRattus norvegicus Exxle

ben.

b)　ク マネ ズ ミRattus rattus Linne

c)　ア カネ ズ ミApodemus sylvaticus Linne

の3種 で あ り,季 節的 分 布 につ い ては 表1に

示 す如 く,特 に顕 著 な特 徴 は把 握 し難 く,何

れ の 季節 にお い て も3種 の 鼠が 捕獲 され てい

る.

第1表　 相生村に於け る鼠族 よ りRの 分離表(1)
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ドブネズ ミは大部分が 畠,土 手等 に棲息 し,

人家に好んで侵入 し,相 生村 の人家で捕獲 さ

れた鼠 は殆ん どが ドブネズ ミであつた.後 に

述べる如 く,馬 宿病病 毒が分離 されたのは4

月より8月 に互 る間 に捕獲 された ドブ ネズ ミ

か らであ り,同 僚小野が病毒媒 介者 として最

も重視 してい るTrombicula tasaが 分離 され

るの も主 として この ドブネズ ミであ り,然 も

夏季に限つてその出現が著 しい点等か ら,他

県に於ける異所性恙 虫病の場合 と病毒保有鼠

の点において趣 を異に してお り,相 生村に於

ける ドブネズ ミは疫学上興味深い ものが ある

といえ る.ア カネズ ミは相生村 の田畑,山 林

地帯 に汎 く棲息 してお り,多 数 の恙虫その他

の寄生虫が得 られている.

Ⅳ　 捕獲鼠 よ りの病毒分離

1)　病毒分離の方法

捕獲 された鼠は型の如 く,無 菌処理の もと

に開腹 され,脾 単独或は脾 と肝を混合 し,滅

菌海砂を容れた乳鉢 に とり,十 分 に磨 砕 し,

生理的食塩水を以 て1:10の 割合に稀釈 し,
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1500回 転5分 間遠心沈澱 した上清を二十 日鼠

の腹腔内に接種 した.接 種量は0.3～0.4ccと

し,略10日 毎に盲 目伝達を行つて3世 代を累

ね,尚 供試二十 日鼠に何等の所見 も認められ

ない場合は陰性 と見做 して累代 を絶つた.

鼠か ら分離 した病 毒の同定に当つては,次

の諸点に細心の注意を払つ て研究を進めた.

即 ち

1.形 態の観察

2.染 色性

3.二 十 日鼠その他 の実験 動物に対す る病原

性

4.濾 過試験

5.感 染動物血清に よるW. F. R.

Ⅴ　病毒分離成績

A.病 毒分離 と鼠族 との関係

病毒分離実験に供 した148頭 の鼠の うち,

病 毒を分離 し得たのはすべて ドブネズ ミのみ

か らであ り,ア カネズ ミよりす る病毒分離は

全 く陰性 の結果に終つてい る.即 ち表1に 示

す如 く,分 離病 毒第 Ⅱ系株は2匹 の ドブネズ

ミの脾混合乳剤 を二十 日鼠の腹腔内に接種 し,

鼠体通過第2世 代 目に於て,感 染二十 日鼠の

腹 腔液 塗抹標本中にR様 小体を見出した もの

で あ り,第 Ⅳ系病 毒は,二 十 日鼠体 通過第3

世代に於て分離 された ものであ る.

B.分 離病毒各 系の二十 日鼠に対す る病原性

と感染方 法 との関係.

1)　第 Ⅱ系病毒

本病毒株は,昭 和28年4月6日,2匹 の ド

ブネズ ミの脾混合乳剤を接種 した二十 日鼠の

脾腹腔伝達 第2世 代に於て分離 された もので,

同28年8月 に至つ て中絶す るまでに12世 代 を

累ね てい る.本 系病毒の脾腹腔系伝達に よる

累代 中の二十 日鼠に対す る病原性 については

表2に 示 した.

即 ち4月9日 に捕獲 した ドブネズ ミの脾乳

剤 を腹腔内に接種 した5匹 の二十 日鼠の初代

に於ては,接 種後17日 目に一匹斃死 し,2匹

は20日 間に亙 る観察期間中何等症候を示さず,

他 の2匹 は18日 目に著明に立毛 し跪 坐 したが,

何れの二十 日鼠についてもその腹腔には滲出

液が殆ん どみ られず,腸 管壁塗抹標本ではR

様小体を認め得なかつた.

第2表　 Ⅱ系株継代図

〓 9/Ⅳ 1953

〓 ドブ ネズ ミを 示 す.

● 斃 死 廿 日鼠 を 示 す.

〓 発 症 致 死 せ し め た 廿 日鼠 を 示 す.

○ 無 症 状 廿 日鼠 を示 す.

●10〓10 接 種 後10日 目に 斃 死 し たか 致 死 せ し

め た こと を示 す

●(+)〓(+) 斃 死 又 は 致 死 廿 日 鼠 の 腹 腔 液 中 の

R.陽 性 を 示 す.

爾後盲 目伝達に よつて累代す るために,立

毛 と跪坐を示 した二十 日鼠の脾を摘出磨砕 し

脱脂乳を以て1.10の 割 に稀釈 し,休 重約13g

前後を示す健康な二十 日鼠の腹 腔内に0.3cc

宛接種 し,同 時に血液寒天培地,チ オグ リコ

レー トブイヨン及び普通寒天に培養の上無菌

的 であ ることを確認 し,二 十 日鼠の発症の有

無を観察 した.第2世 代に於ては,供 試 され

た5匹 の うち接種後14～19日 迄に4匹 が斃死

し,多 量の粘稠性 腹腔液の出現 と脾腫 を認め,

腹腔液を塗抹 したGiemsa染 色標本に より,

主 として大単核細胞内に,核 を囲繞 して扁在

す る一群のR様 小体を多数認め ることがで き
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た.か ゝるR様 小体を発現 した二十 日鼠の脾,

肝或は脳を感染材料 として健康二十 日鼠に接

種 し,発 症を待つ て臓器腹 腔系伝達を行えば,

本小体は よく腹 腔液 中の細胞 内に認め られ,

尚後段に於て論ず る研究成 果に徴 し,本 小 体

がRで あることは明であ る.本 二十 日鼠固定

病毒の二十 日鼠に対 るす潜伏期は概ね7～10

日を示 し,接 種 された二十 日鼠は殆んど例外

な く重篤な る症状を惹起 し多 くの ものは10～

14日 で斃死 した.

最小感染鼠試験

二十 日鼠 の伝 達 に お い て,感 染発 症 した 第

7世 代 の供 試 動 物 を無 菌的 に開 腹 し,腹 腔液

中に多 数 のRを 証 明す るもの を撰 び,そ の脾,

肝及び 脳 に つ い て 最 小 感 染 量 試 験 を 行 い,

Behrensの 法 に従 い 各臓 器 別 感染 材 料 につ い

て50%致 死 量(LD50)を もとめ た.

之等 の成績 は 表3に 一 括 示 した.

即 ち,LD50は 脾で は10-5.69,脳 で は

10-5.3,肝 で は10-5.0を 示 し,二 十 日鼠 に

おけ る臓 器 腹 腔系 云達 で は,感 染二十 日鼠 の

肝,脾,脳 に含 有 す る病 毒濃 度 は高 い.

2)　第 Ⅳ 系 と 第 ⅩⅩⅡ系 病 毒

二十 日鼠における臓器腹腔系伝達

この両系病毒は共に,相 生村の馬宿部 落と,

坂元部 落に於 て,昭 和28年4月19日 と同年9

月14日 に捕獲 した ドブネズ ミか ら分離 した も

のであ る.

この第Ⅵ系病 毒は,二 十 日鼠の脾腹 腔系伝

達に より第3世 代 目に,第 ⅩⅩⅡ系病 毒は,

肝脾腹腔系伝達の初代 目においてそれぞれの

腹腔液 の塗抹標本か らGiemsa染 色に よつて

R様 小体を認めた.

第3表　 最小感染 量試験(第2系 病毒)

●発症斃死を示す.　 ○生存を示す.

分離 された両 系病毒を臓器腹 腔系伝達に よ

つて累代すれば,病 毒材料接 種後6～10日 の

間 に食思不振,運 動緩慢, 6～15日 の間に立

毛,跪 坐す るのを認め る.斯 る状態に至つた

二十 日鼠はその後,お よそ10時 間を出でずに

その殆んどが斃死す るものであ り,発 症 と病

毒接種後の経過 日数 との 様 相 は 表4に 示 し

た.

第4表 発 症 と 病 毒 接 種 後 の 経 過 日 数



2420　 丸 岡 敏 夫

第5表　 香川第4系 分離継代図

分 離病毒第 Ⅳ系株の累代経過は表5の 如 く.

58世 代を累代 し,そ の各々の供試二十 日鼠が

呈す る症状 と,病 毒接種後 の経過 日数 との関

係は, 80.4%の ものに接種後6～8日 の間に食

思不振 と運動緩慢が認められ, 19.6%の もの

は9～10日 の間に認め られた.又 立毛,跪 坐

を来す ものは,病 毒接種後10～15日 に互 るも

のが全供試動物 の66.7%を 占め,接 種

後6～9日 に 互 る ものが 比較的少 くて

16.7%, 16日 以上を経過 してこの症状

を発起す るものは,被 検総 数の17%で

あ り,大 部分の ものは病毒接種後10～

15日 の間に発症 して斃死す る.

第6表　 経鼻肺感染継代図

罹患脾(1・・10)ⅩⅩⅡ系

鼠系 第ⅩⅩⅡ病 毒 株 の二十 日鼠に対

す る病原性 は,第 Ⅳ系病毒株 と近似 し

てお り,病 毒接種後食思が減少 し,運

動が緩慢 となつて くるのは概ね6～8日

間で,全 供試動物 の87.5%を 占め る.

立毛,跪 坐 して重篤な る症状を発現す

るのは概ね接種後10～15日 の間であ り,

被 検総数 の75.0%に 達 し,こ の期間中

に病毒接種を うけた供試動物の大部分

が斃死す る.

経気道肺感染
鼠系 第Ⅳ と第ⅩⅩⅡ株 病毒に よ り,

感染発症 した二十 日鼠の脾を感染材料

とし,滅 菌海砂を容れた乳鉢に と り,

よく磨砕 し,生 理的食塩水 と脱脂乳で1:10

の割に稀釈 した ものを1500r.p.m.の 速 度 で

5分 遠心沈澱 し,そ の上清を接種材料 とした.

供試二十 日鼠は予めエーテルの少量を容れ る

麻酔瓶の中に投入 し,麻 酔 されたのを確認 し

て ツベル クリン注射針をつけた注射筒に接種

材料をと り, 4滴 宛経鼻吸引させて観察 した.

この経鼻肺感染 の継代図は

表6に 示 した.

即ち,初 世代に於て供試 さ

れた5匹 の二十 日鼠の中2匹

が病毒接種後10日 目に斃死 し,

開胸の結果,肺 は1匹 がその

全域に,他 の1匹 は約半分に

表6に 示す如 く凝固血液様の

外観を呈 し,肺 小片の押捺標

本 をGiemsaとFulton &

 Joyner染 色に よつて大単核

細胞内 と細胞外に繞多のRを

認めることがで きた.累 代す

るに従い,肺 に於け る病変の
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程度は強 くな るもの もあ るが,供 試動物 全部

を発症せ しめ ることは比較的困難であ り毎世

代の供試動物5匹 中高度に感染を示す ものは

1～2匹 に過 ぎない.然 し乍 ら,病 変の高度な

る肺を感染材料 とす るときは20世 代に互 る累

代は可能であつた.

第3世 代の感染肺 よ りす る二十 日鼠の腹腔

内接種復元試験では,腹 腔液 中に極めて多数

のR様 小体を出現せ しめ うる.尚 感染肺の呈

した病変 と鏡検上のR出 現の程度は,染 色方

法により異 り,累 代す るに従 いGiemsa染 色

によるRの 確認は困難 とな り,反 之, Fulton

 & Joyner染 色に よつ て顆粒状を呈す るRが よ

く識別され,か ゝる肺 を感染材料 とす るとき

の二十 日鼠におけ る腹腔内接種に よる復元試

験では,定 型的な る多数のR様 小体 を出現せ

しめる事がで きる.即 ち,香 川県に於 て分離

した鼠系第Ⅳ,第 ⅩⅩⅡ株病毒は,二 十 日鼠を

供試 した場合,経 鼻肺感染が可能であ り経鼻

肺伝達に よつて病毒は累代保存 され る.

最小感染量試験

鼠 系第 Ⅳ株 病 毒感 染 二 十 日鼠の脳,脾 と肝

を感 染材 料 と して,健 康 な 二 十 日鼠 に対 す る

最小感 染量 試験 を行 つ た.そ の結 果は 表7～

12に 示 した.

即 ち,鼠 系第 Ⅳ株 病 毒 に よ り感 染発症 した

二 十 日鼠 の 脾,肝,脳 の同 種供 試 動物 に対 す

るLD50は そ れぞ れ, 10-5.16, 10-4.68, 10-4.67

であ り,鼠 系 第 ⅩⅩ Ⅱ株 病 毒で は,そ れ ぞ れ

10-5.68, 10-4.67, 10-5.0で あ り,か な り高 い

濃度に 病 毒 を含 有 して い るとい え る.

第7表　 最小惑染量試験(第 Ⅳ系病毒)

Ⅰ 脾

第8表　 最小惑染量試験(第 Ⅳ 系病毒)

Ⅱ 肝

第9表　 最小感染量試験(第 Ⅳ系病毒)

Ⅲ 脳

第10表　 最小感染量試験(第 ⅩⅩⅡ系病毒)

Ⅰ 脾

第11表　 最小感染量試験(第 ⅩⅩⅡ系病毒)

Ⅱ 肝
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第12表　 最小感染量試験(第 ⅩⅩⅡ系病毒)

Ⅲ 脳

C.分 離病毒の形態

腹腔液塗抹標本の観察

ドブネズ ミか ら分離 した馬宿病病毒の形態

を観察す るために,分 離病毒を腹腔内に接種

して著明な発症を示す二十 日鼠の腹腔液を載

せ 硝 子に塗 抹 し, Machiavello, Castaneda,

 Fulton & Joyner, Giemsa染 色に よつ て詳

しく観察 した.

Rは 主 として腹腔内被細胞,或 は組織球の

原形質 内にみ られ,核 に接 して群をな して偏

在す る.一 個 の細胞内に於け る数は色 々であ

るが,供 試動物に重篤な状症を斎 らし,瀕 死

の もの ゝ腹腔液に含まれ る細胞内のRは 極め

て多 く,細 胞の原形質 を満た し,細 胞の変性

も著 し く,時 には細胞質が破壞 し, Rの 細胞

外に溢 出す る像が認め られ る.一 般に発症が

高度である程組織球性の大単核細胞が増加 し,

,且 つ これの細胞質に含まれ るRも おびただ

しく増加す る.之 等 の所見は附図2に 示す.

附図2

二十 日鼠腹腔液 塗抹標本

(ⅩⅩⅡ系 ギームザ染色)

尚,高 度な感染発症を示した二十日鼠の腹

腔液に認められる細胞像とR様 小体出現の関

係を表13に示 した.

第13表　 腹腔液細胞像百分率

馬宿病病毒は主に細胞内に存在 してい るが

細胞外に存す るもの もあ り,そ の形態的特徴

は多形性 を示す点にある.多 くの ものは小 さ

い球状を示 し,双 球を なして並び,そ の各 々

の大 きさは0.3～0.4μ 程 度の ものが 多 くを

占める.時 に短桿状を示 す もの が あ るが, 

R. prowazekiとR. mooseriに 認 め られ る

如 き糸状形成は今迄の観察では認め られない.

又,極 小体の如 く,濃 染する小体が淡染す る

部分に連 なるものが認め られ るが, Giemsa染

色の場合には之が赤紫色に染 ま り,稍 青調を

呈す る部分に よつて連絡 され てい る.尚 詳 し

く観察す ると幾分彎 曲す るもの,亜 鈴状を呈

す るもの,コ ンマ状を呈す るもの等 を認める.

之等の所見は,こ の分離 されたR様 小体が極

めて多形を示す もので あ り,新 潟 と秋田地方

の古典的恙 虫 病 の 場 合 のR. tsu (R. o.)と

よくその形態が近似す る.

又,分 離病毒株は何 れ もグラム染色では脱

色 され,青 染 して認め られ る.

D.分 離病毒の家兎に対 す る病原性

睾丸内接種

分離病毒 第Ⅳ系 と 第ⅩⅩⅡ系 株の腹腔系伝

達に よつて累代 された二十 日鼠の感染脾 と肝

の10倍 混合乳剤を,成 熟雄性 家兎の片側睾丸

実質 内に1.0cc接 種 し,接 種 側 睾 丸 の腫脹

と発赤が特異的に発来 され るか否かを観察 し
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た.

家兎の睾丸内接種は緒 方(1929)が 病毒含

有血液を供試 して始めて行 い,家 兎に継続感

染せしめる ことが可能であ るのみな らず,常

に睾丸間質 の組織球 中に同一形態のR様 小体

を発見 し,之 が病原体であ り又Rで あると唱

えたのに始 まる.吾 国の古典的恙虫病病毒で

ある大関株は,接 種 された睾丸の定型的腫脹

と発赤が認め られ るが,福 住(1952)に よれ

ば異所性恙 虫病 とされ る神奈川県に於ける恙

虫病病毒では発赤,腫 脹は発現 しない と報 じ,

川村 と織田(1953)は 七 島熱病原体について

は,接 種された睾丸の局所の炎症は極めて著

明であ り,発 赤腫脹 と発 熱を認め るといつて

いるが,馬 宿病病毒株の Ⅳ株 と ⅩⅩⅡ株 を,

雄性成熟家兎睾丸実質内に接種 した成績は表

14に 示 した.第 Ⅳ系 病毒並に 第ⅩⅩⅡ系 病毒

により感染発症 し,腹 腔液中にR様 小体を繞

多に認める二十 日鼠の脾 と肝を摘出 して,海

砂を混ぜ て磨砕 し,10倍 生理的食塩水乳剤 と

した ものを, 1500廻 転5分 間遠心沈澱を行い,

その上清を接種 し,発 赤 と腫脹等の局所反応

が発現 しない時には接種後12日 目に,接 種 さ

れた睾丸実質を摘出 して,型 の通 り.10倍 乳

剤 として,健 康家 兎の睾丸内に接種 して継代

した.

第14表　 家兎睾丸内伝達

鼠系 第 Ⅳ株 病毒では3世 代,第 ⅩⅩⅡ株 病

毒では5世 代を継代 して観察 したが,一 般に

接種側陰嚢 の発赤 と睾丸の腫脹は著 しい とは

いえな く,第 Ⅳ系病毒株の場合には,第3世

代に軽度の発赤 と腫脹が現われたに過ぎず,

第ⅩⅩⅡ系 病毒株では 第3世 代に 至つて接種

後第6日 目に稍著明な発赤 と腫脹が認め られ

たが,爾 後の継代伝達では第4と 第5世 代に

もこの様 な睾丸の局所変化は認め られない..

第ⅩⅩⅡ系 病毒株に よる 家兎 第50の 腫脹 し

た睾丸の状況は,附 図3に 示す.

附図3

家 兎 睾 丸 の 腫 脹

(第 ⅩⅩⅡ 系病毒)

尚,第 Ⅳ系病毒を睾丸内接種に よつて継代

された 家兎 第3世 代の睾丸乳剤 と,第 ⅩⅩ Ⅱ

系病毒に よる家兎第5世 代の睾丸乳剤を,二

十 日鼠の腹腔 内にそれぞれ復元接種 したが,

その何れの場合に於 ても,二 十 日鼠の初世代

の もの ゝ腹腔液 中に,多 数のRを 認め,復 元

試験は陽性であつた.

脉管内接種

第Ⅳ系 病毒 と 第ⅩⅩⅡ系 病毒を家兎の耳静

脉 内に接種 して毎朝給餌 前に肛門内体温を測

定 し発症の有無をみた.表15, 16に 示す如 く,

20日 間に亙 る観察期間の うちでは熱発は認め

られず,接 種後10日 目と20日 目の夫 々の血液

0.5ccを 腹腔内接種 して二十 日鼠へ の復元試

験を行 い,其 後10日 目毎に盲 目継代を夫 々5

世代に亙つて行 つたが,表17, 18, 19, 20に

示す如 く何れの供試二十 日鼠か らも,R様 小

体を検出す ることは出来なかつた.
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第15表　 脈管内病毒接種家兎の体温

第16表　 脈管内病毒接種家兎体温

第17表　 復元試験(注 射10目 後)

供試病毒:第 Ⅳ系

家兎第57号心血

第18表　 復 元試 験(注 射20日 後)

供試病毒:第 Ⅳ系

家兎第57号 心血

第19表　 復 元 試験(注 射10日 後)

供試病毒:第 ⅩⅩ Ⅱ系

家兎第60号 心血

第20表　 復 元 試験(注 射20日 後)

供試病毒:第 ⅩⅩⅡ系

家兎第60号 心血
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前眼房内接種

分離病毒株 第 Ⅳ系 と 第ⅩⅩⅡ系 について,

夫 々2匹 宛 の家兎を供試 して,病 毒を前眼房

内 に 接種 しだ 場 合 に 於 け る急性 虹彩炎 と

Descemet膜(以 下D膜 と略 称 する)中 のR

様小体の出現何如を観察 した.

即ち,分 離 第Ⅳ系病 毒 と第ⅩⅩⅡ系 病毒を

腹腔内に接種 し,発 症 した二十 日鼠の脳 の10

倍稀釈乳剤を1500r.p.m.遠 心 した上清を,

ツベル クリン注射器を以て,角 膜縁に沿つて

穿刺 し,前 眼房水を0.1cc吸 引 した 後 に,

0.1ccの 接種材料を注入 した.

鼠系第Ⅳ株病毒を接種 した家兎では,5目

後に,第 ⅩⅩⅡ株 病毒では6日 後に 角膜周擁

充血が発現 し,虹 彩 の紋理は漸次不明瞭 とな

り,前 眼房が膨隆 し,急 性虹彩炎の著明な所

見が得 られた.(附 図4参 照)角 膜 も溷濁 し,

病毒接種後15日 目に,病 毒を接種 した眼球を

摘出 し, D膜 を剥離 し,塗 抹 して, Giemsa

染色を行 い詳細 に鏡検 した. R様 小体はD膜

内被細胞の核の周 囲に群をなして現われ,細

胞内に充満 し,時 には細胞体 の変性に よりR

が細胞外に溢出す る像が認め られた.

附図4

家 兎 前 眼 房 接 種 像

(鼠系Ⅳ系)

長与等(1930)が,家 兎,海 〓等の前眼房

内に恙虫病病毒を接種すれば,特 有な徴候 と

して,急 性虹彩炎が惹起 され, D膜 内被細胞

よりRが 検出され ることを認めたが,馬 宿病

病毒 とすべ きR様 小体 もよ く家兎の前眼房内

接種に よつて,急 性虹彩 炎を発来 し, D膜 内

被細胞にR様 小体を認める ものであ り,古 典

的 恙虫病病毒にみ られ る家 兎の所見 と一致す

る.

E.分 離病毒の海〓に対す る病原性

心血心内系伝達

著者の分離病毒と発疹 チフス,又 は発疹熱

病毒 との鑑別に対 して,海 〓の血管 内膜 に対

す る親和性の多寡を吟味す ることは意義のあ

る問題であろ う.

即 ち, R.pは 心血心内系伝 達 に よつ て容

易に血管内膜親和性を獲得 し,且 つ この性質

は固定 し,一 定 の潜伏期を経 て,定 型的な発

熱を示 し,次 いで下降 し,当 該病毒に対 し,

又発疹熱病毒に対 し交叉的に感染防禦力を発

揮す る.

分離病毒である鼠系第Ⅳ系病毒及び 第ⅩⅩ

Ⅱ系 病毒感染二十 日鼠の脾の10倍 乳剤を雄性

成熟海〓の睾丸実質 内に接種 し,接 種後10日

目に該睾丸を摘出し,二 十 日鼠に復元するこ

とに よ り,睾 丸実質内にRの 存在す ることを

確め.同 時に拘櫞酸 ソーダ液を1/10量 に含 ま

された心血を次 の海〓の心内に1.0cc宛 接種

して, 15日 目毎に盲 目伝達を行つた.而 して

毎朝給餌前に,肛 門内に於 て体温を測定 し,

同時に体重測量を行つ て発症の有無を観察 し

た.こ の成績 を表21に 示 した.

即 ち, 10世 代に亙 り,心 血心内系伝達 を累

ね20日 間に亙 り観察 したが,発 熱並びに体重

の減少は発現せず,第10世 代 の海 〓第183番

の心血0.5cc宛 を4匹 の二十 日鼠の腹腔内に

接種 し,20日 間に亙 り観察 したが斃死せず,

腹腔液の潴溜 もな く,又R様 小体の出現 も認

め られなかつた点か ら,海 〓を供試す る心血

心内系伝達は不成功に終つた もの と推測 され

る.

分離鼠系 第ⅩⅩⅡ病毒では,表22の 如 く何
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れの海 〓に於て も,発 熱及び体重減少をみな

か つた.海 〓240番 よ り二十 日鼠 えの復元は,

前の実験 と同 じく,20日 間観察 したが,腹 腔

内におけ るR様 小体 の検索は陰性の結果に終

つた.第21表　 第 Ⅳ系病毒による累代図

感 染発症二十 日鼠

第22表　 第ⅩⅩⅡ系病毒伝達図

〓 海〓睾丸内接種不発症

○ 海〓心血心内系伝達不発症

● 同上発症

△ 廿日鼠腹腔内接種不発症

▲ 同上発症

要之,分 離病毒は海 〓に於 て血管 内膜親和

性 を獲得 しない とすべき成績であ り,該 病毒

は動物実験上R. p.と 趣を異にすると考え ら

れ る.

消 〓 に於 け るN. M. R.に つ い て

発疹熱病毒で あるR. m.は 雄性 海 〓 を供

試 して腹腔系伝達を行えば,睾 丸莢膜親和性

を示 し,滲 出性癒着性睾丸莢膜 炎を発現 し,

陰嚢の発赤腫脹 と,睾 丸の陰嚢 内古定が認め

られ る.こ の点は, R. p.と の鑑別に も或程

度の拠点を与える重要な性質であ り,恙 虫病

群では斯 くの如 き性質は識 られていない.

第23表　 第Ⅳ系病毒による

睾丸腹腔系伝達

分離鼠系第 Ⅳ病毒感染二十 日鼠の肝脾混合

10倍 乳剤を,雄 性海〓の腹腔内に接種 し, 10

日毎に睾丸を摘出 して睾丸腹腔系伝達を行い,

同時に睾丸莢膜 の押捺標本はGiemsa染 色を

行 い, R様 小体の出現を追究 したが,供 試 さ

れた何れの海〓に も,陰 嚢の発赤腫脹は発来

されず, R様 小体 も認め られない.そ の成績

は表23に 示 した.
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更に分離鼠系 第ⅩⅩ Ⅱ病毒 について も.同

様な実験が繰返 されたが,何 れの供試海〓に

もN. M. R.は 発来 されず表24に 示す如 き成

績を得た.

第24表　 第ⅩⅩⅡ系病毒に よ

る睾丸腹腔系伝達

「註 」

▲ 発症廿日鼠

○ 海〓不発症

即ち,分 離病毒は海〓におけ る睾丸 莢膜親

和性 を有 しない もの と考え られ る.

経気道肺感染

分離病毒を用いて海〓の経鼻肺感染を企図

し,発 症 した二十 日鼠の10倍 脳乳剤を遠心 し

て上清 を,エ ーテル麻酔の下に0.3～0.5cc経

鼻吸引させて,病 毒が 累代保存 されるかを吟

味 した.そ の成績 は表25に 示 した.

病毒接種後10日 目に供試海〓を殺 して,肺

に発来 され るConsolidationの 程 度を観察 し,

小片 の押捺標本についてGiemsa染 色 を行つ

てR様 小体 の出現を吟味 したが,一 般に本小

体の出現は少 く, 5世 代 まで累代 し得たが,

6世 代以降では全 く肺 の変化 も認め られず,

加之, R様 小体の出現 も認め られなかつた.

また,分 離鼠系第 ⅩⅩⅡ病 毒の場合につい

ても第5世 代迄累代す ることがで きたが, 6

世代以降では,病 毒が中絶 した とすべ き成績

であ り,海 〓におけ る,分 離両系病毒の経鼻

感染に よつて発症せ しめ うるが,所 謂累代伝

達は不可能で あろ うと推測 され る.

F.発 育鶏卵培養

本項に於 ては,発 育鶏卵の卵黄嚢内接種に

よつ て病 毒 を発 育増 殖 せ しめ うるか につ い て

観 察 した.即 ち, 6日 孵 化 卵 の卵 黄嚢 内 に,

発 症二 十 日鼠 の10倍 脳 乳 剤0.3～0.3ccを 接

種 して,更 に5日 間孵 化 して解 卵 した.卵 黄

嚢 は,可 及的 卵黄 を除 き,そ の 一片 を載 せ 硝

子 に塗抹 しGiemsa染 色 を施 し鏡 検 した.

第25表　 第 Ⅳ系病毒に よる経 鼻感染

分 離 鼠 系 第 Ⅳ 並び に 第 ⅩⅩⅡ病 毒 で は,既

に 初世 代か らR様 小体 の出現 が 認め られ,爾

後 感 染卵 黄嚢 を材 料 と して,累 代 伝達 す る こ

とが で きた.

羽 里(昭.14)及 びClancy & Cox (1946)

は,恙 虫病 毒 は卵 黄嚢 内 に発 育 し難 いが,種

々 工夫 す る と可能 で あ る といつ て い るが,著

者 も分 離 病 毒を 用 いて, Cox法 に よ り病 毒 の

伝 達 が 可能 で あ る こ とを 確 め た.

G.培 養試 験

分 離 鼠 系病 毒 は種 々の継 代時 期 に,血 液 寒

天平 板,普 通 寒 天,チ オ グ リコ レー トブ ィヨ

ン(Thioglycolate broth.)を 用 い て160回 以

上 雑 菌試 験 を 行 つ た が,細 菌,非 病 原 性R

 Bac moniriformis等 の発育 は 認 め られ なか つ

た.即 ち,分 離 鼠系 病 毒は,供 試 され た人 工

培 地上 に は全 く発 育 しな い とい う ことが で き

る.
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H.濾 過 実験

分 離 鼠 系病 毒 の2株 を用 い て濾過 試 験 を行

つ た .本 実験 に は,感 染二 十 日鼠 の脳 の10-2

稀釈 乳 剤 を, 1000r.p.m. 5分 遠 心 した 上 清

につ いて, pHは6.0～7.5の 間 を4段 階 に 変

え, Seitz E. K.並 び にChamberland L2を

使 用 し濾 過圧30mmHgの 条 件で15分 間 吸 引

し濾 過 した.そ して 本 濾液0.3～0.4ccを 二

十 日鼠 の腹 腔 内 に接 種 し, 10日 毎に 盲 目伝達

を3世 代 に亙 つ て行 い,全 く腹 腔液 中にR様

小 体 を 証 明 しな い場 合 を陰性 と した.尚 濾過

前 の同 じ脳 乳 剤 を対 照 と した.其 成績 は 表26

に示 した.

第26表　 濾 過 実 験

即 ち, pH 6.0～7.5の 間 に 於 ては, 30mmHg

の吸 引 を15分 せ しめ て も,本 両 系分 離病 毒は

Seitz E. K.又 はChamberland L2を 通 過 し

ない とす べ き成績 で あつ た.

Ⅰ　 感 染 家 兎のW. F. R.

分 離 鼠 系病 毒 を成 熟 雄性 家 兎の睾 丸実 質 内

に接 種 した後7週 間 に 亙 つ て,毎 週1回 採

血 し, W. F. R.をOX1g, OX2並 び にOXK

菌 につ い て検 べ た. W. F. R.に 供 す る 菌 液

の調 製 に 当つ ては,各 菌株 のS型 菌 を選 んで

純 粋培 養 を行 い, 3回 遠 心 洗 滌 を 行 つ て,

 Mc. Farand No. 3の 濃 度に 平 等に 浮游 させ た

ものを 使 用 した.其 の成績 は 表27に 示 した.

鼠 系第 Ⅳ病 毒 を接 種 された 家 兎で は,第3週

目にOXK菌 に対 し1:80稀 釈 血 清 迄陽 性 で

あ り,第4週 で は, 1.640稀 釈 迄陽 性 反応 を

呈 し,鼠 系第 ⅩⅩ Ⅱ病 毒では,第2週 に於 て

1.320稀 釈域 迄 陽性 が 認 め られ た.

第27表　 鼠 系分 離 病 毒株W. F. R.

即 ち,分 離病毒感染 家 兎で は, OXK菌 に

対する特異的凝集素の産生が認め られた.即

ち,分 離病毒 は, R. p.或 はR. m.の 如 き

広義の発疹 チフス病毒 とは異 り, W. F. R.の

上ではむ しろ恙虫病毒群に擬すべき成績であ

つた.

総 括 及 び 考 察

以上著者は香川県大川郡相生村の所謂 「馬

宿病 」発生地域か ら昭和28年4月 より同29年

7月 の間に,鼠 族148頭 を捕獲 しその肝,脾

乳剤を二十 日鼠に接種 し継代することに よつ

て, 5系 のRを 分離 し,詳 細に動物試験を行

つた結果,動 物実験上か らは本Rは, R. p,,

及びR. m.と は明に異るRで あ り, R. tsu

 (R. o.)に 類似 するもので あ る ことを明に

した.以 下そ の実験成績 を総括 し考案 して見

ると次の通 りで ある.

(1)　捕獲鼠か ら二十 日鼠実験に よつて得た

5系 の病毒は総べて ドブネズ ミか ら分離 され

た ことは,極 めて注 目すべき事実であ る.著

者が多大の努力を払つたに も拘 らず,ク マネ

ズ ミ,又 は アカネズ ミか らはRの 分離に成功

しなかつた.今 日野,畑 鼠が恙虫病毒の主要

病 毒保有動物 であることは,既 に よく知 られ

てい る所であるが,著 者 の上述 の動物実験か

ら推測 され る如 く 「馬宿病」が恙虫病に近似
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す る疾患 で あ る とす るな らば,疫 学 的 に も興

味深 い問 題 を提 供す る こ とに な ろ う.著 者 が

「馬宿病 」 発 生地 域,即 ち馬 宿 及び 坂 元地 区

の地勢 を詳細 に記 述 し又,住 民 の 生態 を附 記

した の もそ の 為 で あ る.

又, R分 離 に 成功 した ドブ ネ ズ ミは総 べ て

春か ら夏 にか け て捕 獲 され た もの で あつ て,

秋,冬 に捕 獲 され た ドブ ネズ ミか らRが 分 離

され なかつ た 事 実 は遇 然 の 結果 とは 考え難 い

とす るな らば,患 者が 主 と して夏 に 発生 す る

ことか ら,鼠 へ の感 染 と人 間 へ の感 染 とが,

そ の規 を一 つ に す る もので は な か ろ うか と も

推測 され, Rの 生活 環 に対 し興味 深 い ものが

あ ると考 え られ る.

(2)　捕 獲 鼠 か らRの 分 離 確認 まで の 二十 日

鼠継代 は,分 離5系 何 れ も初 代 乃至3代 で あ

つた.そ して二 十 日鼠 固定Rの 肝,脾 腹 腔系

の場合 に潜 伏 期 は 凡そ6～8日 で,多 くの 二十

日鼠は10～15日 で死 亡 し,腹 腔 内浸 出液 中 の

主 として大単 核 細 胞 内に定 型的 な排 列を 示す

R様 小 体 を認 め る こ とが 出来 た.大 き さは

0.3～0.4μ の も の が 最 も多 く,R. p.及 び

R. m.に 屡 々見 られ る糸状 形 の ものは 認め な

か つ た.

(3)　分 離 二 十 日鼠 固定Rの 最小 感 染 量は,

Ⅱ系感 染二 十 日鼠 の,脾,肝 及 び 脳 で は,

 Kaerber-Behrens法 に従 つ てLD50を 測定 す

る と夫 々10-5.7, 10-5.0及 び10-5.3, Ⅳ系病 毒

では10-5.2, 10-4.7,及 び10-4.7, ⅩⅩ Ⅱ系

では10-5.7, 10-4.7,及 び10-5.0で3系 共 大 差

な いLD50価 を示 した.

分 離 二十 日鼠 固定 病 毒 の Ⅳ 系 及び ⅩⅩⅡ 系

は共に 二 十 日鼠経 気道 肺 感 染試 験 で継 代 は 可

能 で あ り,塗 抹 標 本 でRが 認 め られ た.

(4)　家 兎睾 丸 内接 種で も継 代は 可能 で,時

に陰嚢 の発 赤,腫 脹 が 認め られ,間 質 の組織

球 中にRが 証 明 され た.

又 家 兎 の耳 静脉 内接 種 では 発症 す る ものは

認 め なか つ た.

更 に 家 兎の 前眼 房 内接 種 で Ⅳ 系 及び ⅩⅩ Ⅱ

系病 毒共 に接 種 後凡 そ6日 で虹 彩炎 の 徴 候 が

現 われ,次 いで 著 明 な急性 虹彩 炎の所 見 を 認

め, Descemet膜 に定 型 的 なR様 小 体 を認 め

た.

(5)　海 〓に対 す る病 原性 をⅣ 系 及び ⅩⅩ Ⅱ

系病 毒を用 いて実 験 した成績 に於 ては,心 血

心 内系伝 達 で発 熱並に 体 重 の減 少 は見 られ ず,

此 の方 法に よ る継 代 も不 可能 で あつ た.こ の

成 績 はR. p.の 性 状 と著 し く異 る所 で あ

る.

又,雄 性 成熟 海 〓 に腹 腔 内接 種 を行 つ て睾

丸 莢膜 親 和性 を見 た成 績 で は陰 嚢 の発 赤,腫

脹 等 は発 現せ ず 又,莢 膜 塗 抹標 本 か らRの 検

出 も陰性 に終 つ た.此 の 成 績はR. m.と 著

し く異 る所 見 であ る.

更 に海 〓 に よ る経 気道 感 染 では,数 代 の継

代 は 可能 の様 で あ るが 長期 間 の伝 達は 不 可能

の成績 を得 た.

(6)　分 離 第 Ⅳ系並 び に第 ⅩⅩ Ⅱ系病 毒 は 共

に,血 液 寒 天平 板,普 通寒 天,チ オ グ リコ レ

ー トブ ィヨ ン等 の人 工 培地 上 には 全 く発 育 し

ない 所見 を得 た.

(7)　分 離病 毒はpH 6.0～7.5, Chamberland

 L2並 にSeitz EK濾 過 圧30mmHgの 条 件 下

で 濾過 され なか つ た.

(8)　分 離病 毒 を家 兎睾 丸 内接種 を行 い,そ

の 後 毎週1回, 7週 間 に亙 つ て, Weil-Felix

反応 を検べ た成績 では, OX19, OX2菌 は 凝 集

の上 昇は 認め なか つ たが, OXK菌 に 可 成 高

度 に凝 集 し, 4～6週 で最 高 に 達 し,凝 集 価

320～640を 示 した.こ れ は分離 病 毒 がR. p.

或 はR. mと は 異 るRで あ り恙 虫病 毒群 に属

す る こ とを示 す もので あ る.

結 語

香川県大川郡相生村に於て,古 く明治の頃

より発生す る淋 巴腺腫脹 と,刺 口を有す る発

疹性 熱性 疾患を究明す るために,同 地域か ら

捕獲 した148匹 に就いて種類 別 に病毒分離を

行い,次 の結果を得た.

1.捕 獲 ドブネズ ミか ら二十 日鼠を供試す る

ことに依 り, 5株 の病毒を分離 した.

2.分 離に成功 した ドプネズ ミは,春 か ら夏

に亙つ て捕獲 され た ものであ り,秋 及び冬に
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捕獲 した鼠か らは病 毒分離は出来なかつた.

3.本 病 毒は ドブネズ ミか らのみ分離 され,

アカネズ ミ等の他種 の ものか らは分離 されな

かつた.

4.分 離病毒の家 兎,海 〓,二 十 日鼠等に対

す る病原性を吟味 し,家 兎睾 丸内接種に よつ

て発症 し,該 家兎血清 中にOXK菌 に対す る

抗体 を産生 し,海 〓に於 て,血 管内膜親和性

乃至睾丸莢膜親 和性を欠き,二 十 日鼠腹腔液

中の大単核細胞内又は家兎 のDescemet膜 内

被細胞に出現す る多型性小体の形態 か らして,

恙 虫病病毒群に擬すべ きであ ると考 えた.

5.尚,本 分離病毒の免疫血清学的同定につ

いては,第 Ⅱ編に於 て述べ る.

文 献

1) 緒 方規 雄:Rickettsia.(綜 説)医 学 書 院(1951)

2) 緒 方規 雄:恙 虫病 病 原 体. R. Tsutsugamushi

の 研 究.日 本 病 理 会 誌21, (1931)

3) 緒 方 規 雄 他2名:マ ウ ス を 以 て恙 虫 病 病 原 体 の

検 出及 び 恙 虫 病 病 毒 の 保 存.東 京 医 事 新 誌,

 2790～91 (1932)

4) 緒 方 規 雄 他1名:家 兎 睾 丸通 過 恙 虫病 病 毒 力 に

就 て.千 葉 医 学 会 誌, 8巻, 2号(昭5)

5) 緒 方 規 雄.恙 虫 病 病 毒 の 家 兎 睾 丸接 種 に よ る移

植 並 び に,そ の組 織 内 に 出現 す る微 生 体 に 就 て.

千 葉 医 学 会 誌, 7巻, 9号(昭4)

6) 緒 方規 雄 他1名:各 種 病 原 「リグ ッ チ ア 」の 実

験 動 物 に 就 て.(特 に 「リケ ッ チ ア ・ツ ツガ ム

シ」 の 検 出に 「マ ウ ス」 を推 償 す)東 京 医 事 新

誌, 2760(昭7)

7) 川 村 鱗 也:動 物 体 内 に 於 け る 恙 虫病 病 原 体 「リ

ケ ッ チ ア 」 の 増 殖 に 就 て.日 本 病 理 会 誌21,

(昭6)

8) 川 村 麟 也 他1名:恙 虫病 病 原 決 定.東 京 医 事 新

誌, 2714(昭7)

9) 川 村 麟 也,今 川 与曹 ・ リケャ チ ア の検 出 法.東

京 医 誌, 2714(昭6)

10) 川 村 明 義 他8名 高 知 県 下 の 恙 虫 病 の 研 究(第

1報).東 京 医 事 新 誌, 69～9(昭27)

11) 川 村 明 義 他1名 所 謂 七 島 熱 病 病 原 体 に 就 て.

七 島 熱 の 調 査 研 究, P. 71 (昭27)

12) 川 村 明 義 他6名:北 海 道 札 幌 市 円 山 に て捕 獲 せ

る 野 鼠 か ら分 離 したR. tamiyai.東 京 医 事 新

誌, 1611(昭30)

13) 笠 原 四 郎 他2名.神 奈 川 県 下 に お け る リ ケ ッ チ

ア 症 に 関 す る 調 査 報 告.神 奈 川 県 衛 生 年 報II

(1952)

14) 笠 原 四 郎 他2名:山 梨 県 下 に お け る地 方 病 性 リ

ケ ッ チ ア 調 査 研 究.山 梨 医 学 研 究 所 報(1953)

15) 笠 原 四 郎:八 丈 島 に 於 け る七 島 熱 の 研 究. p. 41,

七 島 熱 の研 究,編2(1953)

16) 笠 原 四 郎:三 浦 半 島 に 於 け る 「野 比 熱 」 の 摘 発

と リケ ッ チ ア 分 離.神 奈 川 県 衛 生 研 究 所 報II p.

 21 (1952)

17) 笠 原 四 郎 他2名:神 奈 川 県 下 に 於 け る リケ ッ チ

ア症 に 関 す る 調 査 研 究.神 奈 川 県 衛 生 研 究 所 報

II p. 25 (1952)

18) 笠 原 四 郎:七 島 熱 の 病 原 研 究.七 島 熱 調 査 研 究

(昭27)

19) 川 路 利 順:七 島 熱 の 病 原 研 究.特 にWeil-Felix

反 応 を 中 心 と し て 七 島 熱 の 研 究,編2 p. 44

 (1953)

20) 北 岡 正 見 他1名:山 梨 県 下 の 地 方性 リケ ッ チ ア

症 に 就 て.山 梨 県 医 学 研 究 所 報, p. 10 (1953)

21) 北 岡 正 見:八 丈 島 に お け る七 島 熱 に つ い て.

22) 北 岡正 見:大 島 に お け る七 島 熱 に つ い て.

23) 北 岡 正 見:三 宅 島 に お け る七 島 熱 に つ い て.七

島 熱 の 研 究I, II編(1952～1953)

24) 北 岡 正 見 他1名. R. prowazeki及R. mooseri

の 濾 過 実験.日 本 細 菌 学 雑 誌6巻, 4号(1951)

25) 北 岡 正 見:恙 虫病 に つ い て.学 術 研 究 会 議(昭

24)

26) 木 村 廉 他2名:培 養 肺 臓 組 織 内 の恙 虫病 病 原 体

の 証 明.東 京 医 事 新 誌, 2727(昭6)

27) 桑 田 次 男 ・・恙 虫病 の 新 しい 歩 み.日 本 細 菌 学 雑

誌4 (1) (1949)

28) 桑 田 次 男:恙 虫 病 リケ ッ チ アの 抗 原 性 に 関 す る

研 究. Virus 3-3 (1953)

29) 桑 田 次 男, Jo. Berge and C. B. Philip: A 

new species of Japanese laval mite from

 anew focus of Tsutsugamushi-desies in southeas

tern Honshu, Japan. J of parasitology. Vol. 

XXXIV No. 1 (1950)

30) 小 笠 原 博:伊 豆 半 島 の恙 虫 病.伊 豆 日赤 年 報I

(1953)

31) 佐 々学:日 本 の恙 虫病 の 展 望.綜 合 医 学, Vol.

 19 (1952)



所 謂 「馬 宿 病」 に 関 す る 研 究　 2431

32) 寺 邑 誠 祐:秋 田 県 下 の 恙 虫 及 び 恙 虫 病 の研 究 .

衛 生 動 物, Vol. 5, No s1. 2 (1954)

33) 長 与 又 郎 他3名:恙 虫 病 病 原 体 の 新 証 明 法 .実

験 医 学5(昭5)

34) 長 与 又 郎 他3名:恙 虫 病 病 原 の研 究 .日 本 病 理

会 誌13 (1923)

35) 佐 々 学:恙 虫病 疾 患群 に つ い て .日 本 医 事 新 誌,

 1525(昭28)

36) 西 部 増 次 郎 他2名　 血 管 内 被 細 胞 と恙 虫病 病 原

体 の 関 係 に 就 て.東 京 医 事 新 報 . 2756(昭6)

37) 西 部 増 次 郎:組 織 培 養 に よ るR. u.の 増 殖 .日

本 病 理 会 誌21 (1931)

38) 羽 里 彦 左 衛 門 他6名:三 浦 半島 久 里 浜 附 近 に お

い て捕 獲 し た 野 鼠 か ら 分 離 し たRに 就 て.神 奈

川 衛 生 研 究 所 報II (1952)

39) 羽 里 彦 左 衛 門:山 梨 県 下 及 び 長野 県 八 ケ岳 中 央

農 場 に 於 け る 地 方 性 ワケ ャ チ ア疾 患 に 関 す る調

査 研 究.山 梨 医 学 研 究 所 報(1953)

40) 福 住 定 吉:日 本 の恙 虫 及 び恙 虫病.医 学通 信6.

41) 福 住 定 吉 他2名 富 士 山 麓 の恙 虫及 病 原 体 に 就

て.北 里 実 験 医 学23, 4 (1951)

42) 福 住 定 吉 他2名.発 疹 熱 患 者 よ り分 離 せ る一 異

リケ ッ チ ア に つ い て.日 本 細 菌 学 誌5(昭25)

43) 森 下 薫 他2名 台 湾 に 於 け る 恙 虫 病,特 に そ の

病 原 体 に 関 す る 研 究.日 本細 菌 学 誌. 469(昭10)

44) 宮 川 米 次:恙 虫 病.日 本 内 科 全 書2巻 の4(昭29)

45) Davis, G. E. et all.. Obsabation on 

Tsutsugamushi denies (Scrub typhus) in

 Assam and Burma am J. Hyg. 46, 268～286

 (1947)

46) Kohl, G. M. et all.: Studies on Tsutsuga

mushi Desies (Scrub typhus, mite-born Typhus)

 in New Guinea and adjacent Island, am J.

 Hyg. 41, 374～396 (1945)

47) Philip, C. B.. Absabation of Tsutsugamushi

 disease (mite-born or scrub Typhus) in Nort-h

 west Honshu Island, Japan, in the fall of

 1945 II Systematic commet of Japanese vole

mite. Am. J. Hyg. 46, 60～65 (1947)

48) Blake, F. G. et all.. Studies on Tsutsuga

mushi (scaub typhus, mite-borm typhus)

 in New-Guinea and adjacent island; Am. J.

 Hyg. 41, 243～373 (1945)

49) Kowwenaar, W. et all.. Exp. Sumatran

 mite Fever.; J. Inf. Dis. Vol. 5, No. 3 (1934)

50) Joseph, E.. SMADEL Scrub Typhus.



2432　 丸 岡 敏 夫

From the Department of Bacteriology, Okayama University Medical School. 

(Director: Prof. S. Murakami)

Studies on so called "Umayado" disease. 

I. Studies on Rickettsia isolated from rats.

By

T. Maruoka

I have succeeded to isolate the Rickettsia like bodies in the protoplasma of Epiteloidcells 
and Monocytes in the peritoneal fluid of the mouse which had been challenged by five 

strains. 

1) Five strains isolated from rats did not indicate something colonies. 
2) Concerning with rabbits, I have recognized the testicular swelling sometimes by 

intratesticular injection by the 5 strains isolated. 
I have tried W. F. R. two or more times. and have found that, Agglutinin tieters against 

OXK has increased from 1. 80 to about 1 360. 
3) Concerning with the Guinea pigs, 5 strains did not occur Neil-mooser reaction by 

intraperitoneal injection. 

4) On the mouse, I have recognized Rickettsia like bodies in the protoplasma of 
Epitheloidcells and Monocytes when the 5 strains isolated had been injected intraperitonealy. 

5) On the rats, 5 strains isolated did not occur Maxcy's phenomenon by its intraperitoneal 
injection, but has occured consolidation of lung and Rickettsia like bodies were recognized 
by Giema stains. 

So I have determined the 5 strains isolated from rats as Rickettsia orientalis groupe. 

I have known that, these Rickettsia strains can be isolated at summer, and do not at 

winter, spring or autumn from Rattus norvegicus only.


